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優良木造建築物等整備推進事業

カーボンニュートラルの実現に向け、炭素貯蔵効果が期待できる中大規模木造建築物の普及に資するプロジェクトや先導
的な設計・施工技術が導入されるプロジェクトに対して支援を行う。

令和７年度当初予算：
住宅・建築物カーボンニュートラル総合推進事業（373.40億円）の内数

民間事業者等

● 補助対象事業者

① 主要構造部に木材を一定以上使用すること

② 建築基準上、耐火構造又は準耐火構造とすることが求められること

③ 不特定の者の利用又は特定多数の者の利用に供する用途であること

④ 木造建築物の普及啓発に関する取組がなされること

⑤ ZEH・ZEB水準に適合すること

⑥ 伐採後の再造林や木材の再利用等に資する取組がなされること 等
※先導的なプロジェクトの場合は、有識者委員会で先導性を評価されること

● 補助要件

● 補助率・補助限度額

【調査設計費】 木造化に関する費用の１/２以内

【建設工事費】 木造化による掛増し費用の１/３以内
 (ただし算出が困難な場合は建設工事費の７％以内)

【補助限度額】 合計２億円
※先導的なプロジェクトの場合は、補助率及び補助限度額を引き上げ

【補助対象イメージ】

地上９階建て混構造事務所
【出典】熊谷組HP
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低層住宅やS造・RC造に加えて、非住宅や中高層の木造建築物（中大規模木造建築物）に取り組
みたいという設計者の技術力向上を図るため、設計者を育成する取組を支援

中大規模木造建築物の設計者向け講習会

意匠設計者及び構造設計者向けに、優良木造建築物等整備推進事業の補助事例紹介や中大規模木造建築物の設計に関するテキストを
用いた講習会をWEBや対面形式等により、全国規模で実施することで、知識・技術を習得する機会を幅広く提供予定。

講習会の案内

意匠講習会：受講者367人/申込者619人
構造講習会：受講者379人/申込者605人
構造設計講習会：受講者134人/申込者143人

令和５年度受講者実績

WEB講習の画面

都市木造建築物設計支援事業
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令和７年度当初予算：
住宅・建築物カーボンニュートラル総合推進事業（373.40億円）の内数



低層部分の木造化
大規模建築物における

部分的な木造化

木造化を可能に

低層部分

高層部分

防耐火規制に係る技術的基準を整備し、これを設計者等の建築事業者
に幅広く周知。⇒木材利用の可能性を拡大

メゾネット住戸内の
構造体を木造化高い耐火性能の

壁・床での住戸等
の区画により

延焼を遮断する壁等に
より低層部分※を木造化

脱炭素社会の実現に資するための建築物のエネルギー消費性能の向上に関する法律等の一部を改正する法律(R4法律第69号)(R4.6.17公布)

＜木材利用をしやすくする改正建築基準法  (防耐火規制の合理化)  (R6.4.1施行)＞

※3階建ての
事務所部分等

＋燃えしろ設計法
（大断面材の使用）

燃焼後の
太い柱

燃えしろ厚さ
の確保

防火区画の強化

3000㎡超の大規模建築物の
全体の木造化

木材利用の促進のための建築基準の合理化
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○３階を超える建築物では木造化率が低い状況にあることから、都市(まち)の木造化推進法に基づき民間建築物を含め
た木造化を加速させるため、木造４階建ての事務所や共同住宅をモデルに、コスト、施工性等において高い競争力を
有し、広く展開できる「構法」とそれを実装する「部材供給の枠組み」を取りまとめ、普及を図る。

募集提案の要件

〇募集は、「検討支援枠」(技術等の検討に対する支援を活用するも
の)と「一般枠」(検討支援枠以外のもの)の２部門で行う。

〇次の要件を満たす提案を有識者会議(川上～川下に係る学識者等
で構成)において選定。

＜基本要件＞
・コスト、施工性等で高い競争力がある
・個別の会社のみに利用が限定されず、幅広く利用できる 等

＜「検討支援枠」の追加要件＞
・検討段階の構法等である
・検討に必要な専門家によるチームが整備されている 等

2023.7 提案募集

「検討支援枠」「一般枠」の評価

〇選定された提案は、５つの視点に基づき有識者会議で評価。

①木造をしたくなる(コスト、汎用性、木造らしさ)
②設計の容易さ ④施工の容易さ
③部材調達の容易さ ⑤環境・地域への配慮

〇Ｒ６年度、評価結果も含め構法解説集としてとりまとめ・公表。

プロジェクトの流れ

「検討支援枠」の選定

技術等の実装に向けた
検討

「一般枠」の提案

「一般枠」の選定

とりまとめ・公表
(中層木造建築物の普及加速化に資する構法解説集(仮称)のとりまとめ・公表)

技術等の社会実装、普及

「検討支援枠」への支援

〇選定された「検討支援枠」には、次の支援を実施。

①川上～川下に係る学識者や関係団体からの助言
②検討費用の助成

2024.春~

2025.3

2025.~

.10

2024.1

：応募者 ：事務局

助言や助成
による支援

「検討支援枠」の提案

.秋~ 評価
(有識者会議によりｺｽﾄ、設計・部材調達・施工の容易さ等を評価)

評価に向けた
表現のﾌﾟﾗｯｼｭｱｯﾌﾟ

/
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中大木造建築普及加速化プロジェクト
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